
いばらき県議会だより No.1772011年（平成23年）10月30日（日曜日） ❷

東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
被
災
地
で
活
動
さ

れ
た
自
衛
隊
等
に
感
謝
す
る
決
議

　

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
機
関
等
は
、
人
命

救
助
や
瓦
礫
の
除
去
、
原
子
力
発
電
所
で
の

放
水
活
動
な
ど
、
困
難
な
作
業
に
挺
身
さ
れ
、

誠
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。

　

本
県
に
は
、
自
衛
隊
の
五
つ
の
駐
屯
地
・

基
地
が
あ
り
、
独
自
の
技
術
と
能
力
を
最
大

限
発
揮
さ
れ
、
三
月
十
七
日
の
第
一
回
放
水

冷
却
活
動
で
は
、
百
里
基
地
の
放
水
冷
却
支

援
部
隊
が
危
機
的
状
況
か
ら
の
脱
却
に
寄
与

し
、
多
く
の
国
民
に
安
心
を
与
え
た
。

　

厳
し
い
環
境
の
下
、
捜
索
、
復
旧
支
援
活

動
等
に
取
り
組
ま
れ
た
自
衛
隊
、
警
察
、
消

防
機
関
等
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
す
る
。

総
務
企
画
委
員
会 

○
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
制
度
の
存
続
を
求
め
る
請
願     

○
漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税
の
免
税
措
置
恒
久
化
の
採

　

択
と
本
措
置
に
関
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願        

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た 

請
願
の
審
査
結
果

保
健
福
祉
委
員
会

○
県
民
の
安
全
で
安
心
な
社
会
環
境
を
つ
く
る
為
に
蔓
延
す
る
刺

　

青
（
入
れ
墨
）・
ア
ー
ト
メ
イ
ク
等
含
む
感
染
被
害
を
未
然
に

　

防
ぐ
為
衛
生
基
準
を
設
け
る
条
例
制
定
を
求
め
る
請
願

採

文
教
治
安
委
員
会

○
定
時
制
高
校
の
自
校
方
式
給
食
の
完
全
実
施
を
求
め
る
請
願

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願 

採
…
採
択
／
不
…
不
採
択
／
継
…
継
続
審
査

採不 継 採

桜
井
富
夫
議
員
（
自
民
）

世
界
で
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
が
成
長
し
て
お
り
、
ロ
ー
コ
ス

ト
化
に
配
慮
し
た
茨
城
空
港
に
積

極
的
に
誘
致
す
べ
き
。
ま
た
、
北
関

東
三
県
に
よ
る
連
携
や
民
間
企
業

な
ど
と
の
協
力
に
よ
り
空
港
の
利

活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

茨
城
空
港
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
対

応
し
た
首
都
圏
唯
一
の
空
港
で
あ

る
こ
と
、
無
料
駐
車
場
や
東
京
へ
の

安
価
な
直
行
バ
ス
を
利
用
で
き
る

こ
と
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

路
線
誘
致
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
栃

木
県
に
よ
る
空
港
ビ
ル
で
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
群
馬
県
の
茨

城
空
港
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど

三
県
連
携
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
さ

ら
に
Ｊ
リ
ー
グ
や
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
、
旅
行
代
理
店
な
ど
と
も
連
携
し

な
が
ら
利
用
促
進
に
努
め
る
。

議
員　

震
災
後
の
復
旧
・
復
興
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
の

対
応
や
施
策
に
対
す
る
評
価
を
含

め
、
今
後
知
事
は
ど
の
よ
う
な
決
意

で
国
を
動
か
し
、
本
県
の
復
興
・
発

展
の
道
筋
を
つ
け
る
の
か
。

知
事　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

最
優
先
に
県
政
運
営
を
進
め
て
い
る

が
、
国
を
挙
げ
て
迅
速
に
取
り
組
む

体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
当
面
の
財
政

支
援
に
加
え
、
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
や
地
域
の
発
展
の
た
め
の
国
の

支
援
を
積
極
的
に
働
き
か
け
、安
全
・

安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
大
県

の
実
現
に
取
り
組
む
。

議
員　

民
間
の
調
査
で
本
県
の
魅
力

度
が
四
十
七
位
と
い
う
厳
し
い
結
果

が
出
て
い
る
。
北
関
東
自
動
車
道
の

全
線
開
通
を
契
機
に
、
北
関
東
三
県

が
個
別
に
行
っ
て
き
た
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
新
聞
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
を
一
部

統
合
し
、
三
県
の
メ
デ
ィ
ア
を
連
携

さ
せ
た
広
報
戦
略
や
、
栃
木
・
群
馬
・

茨
城
を
一
体
化
し
た
テ
レ
ビ
局
を
つ

く
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

知
事　

こ
れ
ま
で
も
、
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
広
報
紙
な
ど
で
、
相
互
の
観
光

地
や
特
産
物
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
栃
木

県
及
び
群
馬
県
の
県
域
テ
レ
ビ
局

や
両
県
の
ネ
ッ
ト
媒
体
を
活
用
し

た
本
県
情
報
の
提
供
を
図
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
北
関
東
三
県
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
魅
力
向

上
に
努
め
る
。

議
員　

日
野
自
動
車
の
古
河
市
へ

の
立
地
に
よ
り
、
北
関
東
へ
の
自

動
車
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ

れ
る
。
今
年
四
月
に
は
、
本
県
の

県
北
地
域
と
、
栃
木
・
群
馬
と
が

広
域
連
携
を
行
う
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、
自
動
車
関
連
産
業
な
ど

の
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
県
内
各
地
域
と
も
連

携
を
図
り
、
県
を
挙
げ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
が
必

要
。
今
後
ど
の
よ
う
に
自
動
車

関
連
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む

の
か
。

知
事　

日
野
自
動
車
の
進
出

は
、
県
内
の
既
存
の
自
動
車
関

連
産
業
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い

分
野
の
産
業
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
県
で
は

こ
れ
ま
で
も
、
北
関
東
三
県
の

広
域
連
携
に
よ
る
商
談
会
や
、

生
産
技
術
の
高
度
化
支
援
や
技

術
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
さ
ら
に
今
後
、
県
内
企

業
の
得
意
技
術
を
紹
介
す
る
提
案

型
商
談
会
な
ど
に
よ
り
取
引
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
関
連
企
業
の
誘

致
を
進
め
る
。

議
員　

本
県
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事

故
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全

国
に
例
の
な
い
原
子
力
事
故
対
応

を
経
験
し
た
自
治
体
と
な
っ
た
が
、

今
回
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
、
こ
の

経
験
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

知
事　

損
害
賠
償
請
求
に
あ
た
っ

て
は
、
業
界
ご
と
に
で
き
る
だ
け

ま
と
ま
っ
て
請
求
す
る
よ
う
指
導

す
る
と
と
も
に
、
補
償
対
策
室
を

設
置
し
、
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

国
の
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
の
中
間
指
針
や
東
京
電
力
の
補

償
基
準
に
は
、
事
故
と
相
当
因
果

関
係
が
認
め
ら
れ
る
損
害
は
全
て

賠
償
の
対
象
と
す
る
旨
が
明
示
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
本
県
の
製
造

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
風
評
被

害
な
ど
が
賠
償
の
対
象
と
し
て
明

示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
不
十
分
な

点
も
あ
る
の
で
、
全
て
の
損
害
に

つ
い
て
迅
速
か
つ
適
切
な
賠
償
を

行
う
よ
う
、
国
や
東
京
電
力
に
強

く
働
き
か
け
る
な
ど
、
被
災
者
を

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
対

策
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
推

進
、
雇
用
対
策
な
ど
も
質
問
）

茨城空港で開催された「やすらぎの栃木路フェア」

放
射
性
物
質
を
含
む
下
水
汚
泥
等
の
処
分
及

び
再
利
用
に
関
す
る
国
の
支
援
等
を
求
め
る

意
見
書

　

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
下
水
汚
泥
等

の
処
分
等
及
び
そ
れ
ら
経
費
の
賠
償
に
つ
い

て
、
円
滑
に
進
む
よ
う
、
以
下
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

1　

基
準
内
の
汚
泥
等
の
管
理
に
関
す
る
安

全
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入

れ
る
設
置
者
等
に
必
要
な
支
援
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

2　

汚
泥
等
を
再
利
用
し
た
セ
メ
ン
ト
等
の

安
全
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

3　

汚
泥
等
の
保
管
・
処
理
費
に
係
る
追
加

経
費
が
、
速
や
か
に
全
額
補
償
さ
れ
る
よ

う
、
東
京
電
力
に
対
し
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

4　

以
上
の
措
置
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
自

治
体
や
処
分
業
者
及
び
東
京
電
力
へ
必
要

な
支
援
を
行
う
こ
と
。

尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
領
海
を

保
全
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
求
め
る
意
見

書
　

政
府
は
、
尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の

領
土
領
海
を
守
る
た
め
に
下
記
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

1　

尖
閣
諸
島
に
関
し
早
急
に
諸
般
の
現
地

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
船
舶
の
安
全
航

行
等
の
た
め
、
灯
台
の
設
置
及
び
避
難
港

の
整
備
等
に
取
り
組
む
こ
と
。

2　

領
海
内
に
お
け
る
悪
質
な
違
法
操
業
等

に
対
処
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
に
よ
る
警

備
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
領
海
侵

犯
等
を
的
確
に
取
り
締
ま
る
た
め
の
関
係

法
令
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

3　

自
衛
隊
に
は
、
平
時
に
領
土
領
海
を
守

る
た
め
の
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
領
域

警
備
の
た
め
の
法
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

義
務
教
育
の
充
実
の
た
め
の
少
人
数
学
級
の

推
進
及
び
国
庫
負
担
制
度
の
維
持
並
び
に
学

校
教
育
の
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
を
求
め
る

意
見
書

　

政
府
の
平
成
二
十
四
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
、
下
記
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

1　

き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
の
た
め
に
少

人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。

2　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
、
そ
の
根
幹
と
な
る
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

3　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
育
復
興
の

た
め
の
十
分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

に
関
す
る
意
見
書

　

政
府
及
び
国
会
に
お
い
て
は
、
以
下
の
項

目
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
保
育
制
度
を
維
持
・

拡
充
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

1　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
財
源
的
な
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
の

移
行
は
困
難
で
あ
り
、「
今
年
度
中
の
法
案

提
出
」
と
の
方
針
を
撤
回
す
る
こ
と
。

2　

保
育
制
度
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
、
保
育
現
場
等
の
意
見
を
十
分
尊

重
し
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

3　

来
年
度
に
向
け
て
、「
安
心
子
ど
も
基

金
」
の
拡
充
等
、
保
育
の
充
実
に
向
け
た

地
方
の
創
意
工
夫
が
生
か
さ
れ
る
予
算
編

成
を
行
う
こ
と
。

円
高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
経
済
対
策
を
求

め
る
意
見
書

　

政
府
は
抜
本
的
な
円
高
・
デ
フ
レ
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
下
記
の
対
策
を
早

急
に
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

1　

日
本
経
済
全
体
を
底
上
げ
す
る
た
め
の

景
気
対
策
、
さ
ら
に
は
防
災
対
策
の
た
め

の
必
要
な
公
共
事
業
の
推
進
な
ど
を
含
め

た
補
正
予
算
を
早
急
に
編
成
し
、
執
行
す

る
こ
と
。

2　

年
末
に
向
け
た
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

対
策
の
拡
充
な
ど
、
円
高
の
影
響
を
直
接

受
け
る
輸
出
産
業
を
支
援
す
る
施
策
を
打

ち
出
す
こ
と
。

3　

外
国
人
観
光
客
の
減
少
に
よ
る
影
響
を

受
け
て
い
る
観
光
業
へ
の
支
援
策
を
打
ち

出
す
こ
と
。

4　

地
域
の
雇
用
維
持
・
確
保
に
活
用
で
き

る
臨
時
交
付
金
を
創
設
す
る
こ
と
。

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の
恒
久
化
を

求
め
る
意
見
書

　

砕
石
業
、
漁
業
や
そ
の
他
様
々
な
業
種
に

お
い
て
、
免
税
軽
油
の
使
用
は
企
業
の
経
営

安
定
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
一
年

度
税
制
改
正
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
全
て
の

軽
油
使
用
が
課
税
対
象
と
さ
れ
、
従
来
の
課

税
免
除
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
末
ま
で
の

特
例
措
置
と
さ
れ
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
産
業
支

援
の
観
点
か
ら
、
課
税
免
除
制
度
を
恒
久
化

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

決 

議
（
要
旨
）

意
見
書

代表質問（要旨）

茨
城
空
港
の
就
航
対
策
と
利
用
促
進
策
は

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
誘
致
や
広
域
連
携
を
進
め
る

桜
井　

富
夫

　
　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

佐
藤　

光
雄

（
民　
　

主　
　

党
）

臼
井　

平
八
郎（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

高
崎　
　

進  

（
公　
　

明　
　

党
）

●
質
問
者


